
﹃
史
林
﹄
の
な
か
の
考
古
学

上

原

眞

人

﹃
史
林
﹄
発
刊
時
︑
京
大
考
古
学
講
座
は
な
か
っ
た

﹃
史
林
﹄
第
一
巻
第
一
号
の
発
刊
は
大
正
五
︵
一
九
一
六
︶
年
一
月
一
日

で
︑
発
足
当
初
か
ら
︑
史
学
︵
国
史
学
・
東
洋
史
学
・
西
洋
史
学
・
考
古

学
︶
と
地
理
学
と
の
連
携
を
う
た
っ
て
い
る
︒
第
一
巻
で
立
て
ら
れ
た
項
目

は
︑
﹁
研
究
︵
現
在
の
﹁
論
説
﹂
に
相
当
︶
﹂
﹁
叢
説
︵
現
在
の
﹁
研
究
ノ
ー

ト
﹂
に
相
当
︶
﹂
﹁
雑
纂
︵
現
在
の
﹁
資
料
紹
介
﹂
に
相
当
︶
﹂
﹁
批
評
︵
書

評
︶
﹂
﹁
紹
介
﹂
﹁
彙
報
﹂
﹁
会
報
﹂
の
七
項
目
で
︑
第
二
巻
か
ら
﹁
昨
年
の
史

学
地
理
学
界
︵
学
界
動
向
︶
﹂
が
加
わ
る
︒
し
か
し
︑
﹃
史
林
﹄
第
一
巻
第
一

号
の
﹁
紹
介
﹂
項
で
は
︑
一
般
史
学
・
国
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
学

に
関
す
る
も
の
と
い
う
各
細
目
は
あ
っ
て
も
︑
﹁
考
古
学
に
関
す
る
も
の
﹂

と
い
う
細
目
は
な
い
︒

そ
の
理
由
は
︑
は
っ
き
り
し
て
い
る
︒
﹃
史
林
﹄
発
足
当
初
は
︑
京
都
大

学
に
は
︑
ま
だ
考
古
学
講
座
が
な
か
っ
た
の
だ
︒
ま
さ
に
﹃
史
林
﹄
が
誕
生

し
た
一
九
一
六
年
の
九
月
一
一
日
の
勅
令
で
︑
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
に

考
古
学
講
座
が
新
設
さ
れ
︑
同
年
三
月
下
旬
に
欧
州
留
学
よ
り
帰
国
し
た
濱

田
耕
作
が
助
教
授
と
し
て
着
任
す
る
︒
我
国
最
初
の
考
古
学
講
座
だ
︒
﹃
史

林
﹄
が
創
刊
時
か
ら
史
学
分
野
の
一
つ
に
考
古
学
を
含
め
て
い
た
の
は
︑
濱

田
が
帰
国
し
新
設
の
考
古
学
講
座
に
着
任
す
る
こ
と
を
︑
あ
ら
か
じ
め
承
知

し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
史
学
の
な
か
で
は
︑

考
古
学
は
新
参
者
だ
︒
新
設
の
考
古
学
講
座
を
担
当
す
る
濱
田
に
と
っ
て
︑

そ
の
存
在
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒

な
お
︑
﹁
紹
介
﹂
項
の
細
目
は
第
一
巻
第
二
号
ま
で
で
︑
第
一
巻
第
四
号

以
降
は
︑
紹
介
対
象
を
﹁
図
書
﹂
と
﹁
雑
誌
﹂
に
大
別
す
る
の
み
で
︑
分
野

別
細
目
を
設
け
な
く
な
る
︒
分
野
横
断
の
学
際
的
研
究
が
﹃
史
林
﹄
の
一
つ

の
目
的
と
な
る
以
上
︑
当
然
の
措
置
だ
︒
本
稿
は
︿
﹃
史
林
﹄
の
な
か
の
考

古
学
﹀
と
題
し
て
い
て
も
︑
他
分
野
の
専
門
家
が
考
古
資
料
を
扱
っ
て
い
る

場
合
を
含
め
て
︑
議
論
の
対
象
に
す
る
︒
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新
設
考
古
学
講
座
と
戦
前
の
﹃
史
林
﹄

十
五
年
戦
争
終
結
以
前
︵
戦
前
︶
に
お
い
て
︑
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
講

座
が
生
ん
だ
最
大
の
成
果
は
︑
一
九
一
七
年
の
﹃
肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る

古
墳
及
横
穴
﹄
︵
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
考
古
学
研
究
報
告
第
一
冊
︶
に

は
じ
ま
る
︑
一
般
に
﹁
京
大
報
告
﹂
と
呼
ぶ
発
掘
調
査
報
告
書
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
︒
一
九
四
三
年
三
月
の
﹃
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
﹄
︵
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
六
冊
︶
に
至
る
ま
で
の
四
半
世
紀
の

間
に
刊
行
し
た
一
六
冊
の
報
告
書
は
︑
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
近
世
キ
リ
シ

タ
ン
墓
に
至
る
ま
で
︑
各
時
代
・
各
地
域
・
各
分
野
の
遺
跡
・
遺
物
研
究
の

基
礎
資
料
を
提
供
し
た
だ
け
で
な
く
︑
考
古
学
研
究
の
基
本
が
報
告
書
の
刊

行
に
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
さ
せ
︑
そ
の
体
裁
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
︑

研
究
の
方
向
性
や
可
能
性
の
広
が
り
を
示
す
指
針
と
な
っ
た
︒

た
と
え
ば
︑
大
分
県
に
分
布
す
る
磨
崖
石
仏
群
の
報
告
書
︵
﹃
豊
後
磨
崖

石
仏
の
研
究
﹄
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
九
冊
︑
一
九
二

五
年
︶
の
﹁
後
論
﹂
で
︑
濱
田
は
中
国
・
イ
ン
ド
に
つ
な
が
る
磨
崖
石
仏
の

源
流
を
示
唆
し
た
︒
こ
れ
が
東
方
文
化
研
究
所
︵
人
文
科
学
研
究
所
の
前

身
︶
の
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
に
よ
る
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
︵
全
一
六
巻
三
二
冊
︑

一
九
五
一
～
五
六
年
︶
︑
樋
口
隆
康
に
よ
る
﹃
バ
ー
ミ
ヤ
ン

京
都
大
学
中

央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
報
告

﹄
︵
全
四
巻
︑
一
九
八
四
～
八
五
年
︶
に
継
承

さ
れ
︑
中
央
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
仏
教
文
化
と
石
窟
寺
院
の
系
譜
が

明
ら
か
に
な
る
︒

次
々
と
﹁
京
大
報
告
﹂
を
刊
行
す
る
中
で
︑
戦
前
の
考
古
学
講
座
に
と
っ

て
﹃
史
林
﹄
は
研
究
発
表
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
︑
史
学
分
野
と
し
て
新

参
者
で
得
体
が
知
れ
な
い
考
古
学
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
広
告
塔
と
し
て
の

役
割
が
あ
っ
た
︒
第
二
巻
第
四
号
︵
一
九
一
七
年
︶
に
は
︑
刊
行
し
た
ば
か

り
の
﹃
肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
﹄
の
﹁
批
評
﹂
を
喜
田
貞
吉

が
寄
せ
て
い
る
︒
考
古
学
の
報
告
書
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
時
代
だ
か
ら
こ

そ
︑
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
︑
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
提
言
を
迅
速
に

お
こ
な
う
こ
と
は
︑
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒

ま
た
︑
﹁
叢
説
﹂
や
﹁
雑
纂
﹂
に
お
い
て
︑
濱
田
が
エ
ト
ル
リ
ア
文
化

︵
第
二
巻
第
一
・
二
号
︑
一
九
一
七
年
︶
︑
後
藤
守
一
が
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ

ロ
の
発
掘
成
果
︵
第
一
五
巻
第
三
号
︑
一
九
三
〇
年
︶
︑
禰
津
正
志
が
西
ア

ジ
ア
の
考
古
学
調
査
成
果
︵
第
二
二
巻
第
一
・
二
・
四
号
︑
一
九
三
七
年
︶

を
紹
介
し
て
い
る
の
も
︑
考
古
学
の
広
告
塔
と
し
て
﹃
史
林
﹄
が
役
立
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
︒
﹃
史
林
﹄
に
投
稿
し
た
濱
田
の
﹁
研
究
﹂
や
﹁
雑
纂
﹂

は
︑
﹁
金
蚕
考
﹂
︵
第
六
巻
第
四
号
︑
一
九
二
一
年
︶
︑
﹁
細
金
細
工
に
就
い

て
﹂
︵
第
七
巻
第
四
号
︑
一
九
二
二
年
︶
︑
﹁
京
都
帝
国
大
学
新
着
の
埃
及
遺

物
﹂
︵
第
八
巻
第
一
号
︑
一
九
二
三
年
︶
︑
﹁
古
銀
銅
面
考
﹂
︵
第
一
〇
巻
第
一

号
︑
一
九
二
五
年
︶
︑
﹁
犍
駄
羅
彫
刻
と
六
朝
の
泥
象
﹂
︵
第
一
二
巻
第
一
号
︑
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一
九
二
七
年
︶
︑
﹁
日
向
の
二
日
旅

伊
藤
満
所
が
母
の
事
ど
も

﹂
︵
第
二

一
巻
第
二
号
︑
一
九
三
六
年
︶
と
あ
ら
ゆ
る
時
代
︑
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
よ

び
︑
相
互
に
脈
絡
を
見
出
し
が
た
い
︒
﹁
京
大
報
告
﹂
と
同
様
︑
一
貫
し
た

研
究
成
果
を
示
す
こ
と
よ
り
も
︑
考
古
学
の
可
能
性
を
提
起
す
る
こ
と
に
主

眼
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

さ
ら
に
︑
濱
田
耕
作
は
第
三
・
四
巻
︵
一
九
一
八
・
一
九
年
︶
に
︑
﹁
雑

纂
﹂
と
し
て
﹁
考
古
学
の
栞
﹂
を
連
載
す
る
︒
現
在
な
お
考
古
学
入
門
書
と

し
て
定
評
が
あ
る
﹃
通
論
考
古
学
﹄
︵
二
〇
一
六
年
末
に
岩
波
文
庫
版
が
公

刊
さ
れ
た
︶
の
原
形
で
あ
る
︒
な
お
︑
第
五
巻
第
一
号
︵
一
九
二
〇
年
︶
か

ら
は
︑
建
築
史
の
天
沼
俊
一
が
﹁
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
﹂
の
連
載
を
開
始

す
る
︒
こ
れ
は
第
一
六
巻
第
四
号
︵
一
九
三
一
年
︶
ま
で
四
〇
回
に
お
よ
ぶ
︒

﹃
史
林
﹄
が
隣
接
分
野
の
最
新
研
究
動
向
を
周
知
さ
せ
る
役
割
を
意
識
し
て

い
た
と
す
れ
ば
︑
考
古
学
も
史
学
の
隣
接
分
野
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
︒

一
九
二
〇
年
代
以
降
︑
終
戦
前
後
ま
で
の
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
考
古

学
関
係
記
事
に
お
い
て
は
︑
一
九
三
九
年
に
考
古
学
講
座
第
二
代
教
授
と
な

る
梅
原
末
治
の
存
在
感
が
圧
倒
的
で
あ
る
︒
一
九
二
一
～
一
九
四
八
年
の

﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
四
七
本
の
考
古
学
の
﹁
研
究
﹂
﹁
雑
纂
﹂
の
な
か

で
︑
一
五
本
︵
約
三
分
の
一
︶
を
梅
原
論
文
が
占
め
る
︒
い
ず
れ
も
︑
漢
式

鏡
︑
東
ア
ジ
ア
青
銅
器
︑
東
ア
ジ
ア
の
墓
制
を
主
題
と
し
て
お
り
︑
一
貫
性

の
あ
る
研
究
成
果
を
生
ん
で
い
る
︒
し
か
し
︑
﹃
史
林
﹄
に
お
け
る
梅
原
の

活
躍
は
こ
れ
に
先
立
つ
︒
﹃
史
林
﹄
第
二
巻
︵
一
九
一
七
年
︶
か
ら
第
一
五

巻
︵
一
九
三
〇
年
︶
に
掲
載
し
た
﹁
昨
年
の
史
学
地
理
学
界
﹂
で
は
︑
考
古

学
も
一
〇
頁
前
後
を
費
や
し
て
︑
過
去
一
年
間
に
発
表
さ
れ
た
研
究
・
報
告

書
︑
発
掘
調
査
等
を
紹
介
し
論
評
す
る
︒
そ
の
う
ち
第
二
～
九
巻
は
梅
原
が

執
筆
し
︑
第
一
〇
～
一
五
巻
は
島
田
貞
彦
の
執
筆
に
よ
る
︒
現
在
の
定
期
刊

行
物
な
ら
︑
学
界
動
向
は
時
代
・
地
域
ご
と
の
分
担
と
な
る
が
︑
当
時
は
す

べ
て
一
人
で
執
筆
し
た
︒
研
究
者
層
が
薄
い
と
言
っ
て
も
︑
か
な
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
︒
梅
原
が
考
古
学
の
論
文
を
恒
常
的
に
﹃
史
林
﹄
に

投
稿
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
︑
広
告
塔
・
啓
蒙
手
段
と
な
る
学
界
動
向
の
執

筆
を
︑
島
田
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
梅
原
は

一
九
一
〇
年
代
か
ら
﹃
歴
史
地
理
﹄
﹃
考
古
学
雑
誌
﹄
な
ど
に
︑
西
日
本
各

地
の
考
古
資
料
を
紹
介
し
て
お
り
︑
一
九
一
九
年
以
降
は
︑
京
都
府
な
ど
が

公
刊
す
る
史
跡
調
査
報
告
書
で
も
膨
大
な
資
料
を
公
表
す
る
︒
信
じ
難
い
こ

と
に
︑
一
九
二
〇
年
代
の
外
遊
中
も
︑
そ
の
ペ
ー
ス
は
衰
え
な
い
︒
﹃
史
林
﹄

の
﹁
研
究
﹂
﹁
雑
纂
﹂
は
︑
そ
の
な
か
で
投
稿
さ
れ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
圧
倒
的
存
在
感
を
も
つ
部
内
者
の
論
文
掲
載
が
恒
常
化
す
る
こ

と
が
︑
部
外
か
ら
の
投
稿
者
を
疎
遠
に
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
︒

一
九
三
〇
年
前
後
に
は
存
在
し
た
原
田
淑
人
︵
第
一
三
巻
第
一
号
︑
一
九
二

八
年
︶
・
後
藤
守
一
︵
第
一
五
巻
第
三
号
︶
・
木
村
捷
三
郞
︵
同
第
四
号
︑
一
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九
三
〇
年
︶
な
ど
︑
京
大
関
係
者
以
外
の
考
古
学
﹁
研
究
﹂
﹁
雑
纂
﹂
執
筆

者
は
︑
﹃
史
林
﹄
誌
上
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
う
︒

戦
後
に
お
け
る
﹃
史
林
﹄
の
役
割

一
九
七
一
年
︑
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
に
所
属
し
た
私
は
︑

﹃
史
林
﹄
を
考
古
学
専
攻
生
︵
お
も
に
大
学
院
生
以
上
︶
が
修
士
論
文
や
卒

業
論
文
の
成
果
の
一
部
を
公
表
し
︑
学
界
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
の
登
龍
門

だ
と
思
っ
て
い
た
︒
当
時
︑
研
究
室
の
先
輩
や
同
僚
が
︑
そ
の
成
果
を
﹁
論

説
﹂
﹁
研
究
ノ
ー
ト
﹂
と
し
て
︑
次
々
と
﹃
史
林
﹄
誌
上
に
公
表
し
て
い
た

か
ら
だ
︵
西
谷
正
﹁
朝
鮮
に
お
け
る
金
属
器
の
起
源
問
題
﹂
第
五
〇
巻
第
六

号
︿
一
九
六
七
年
﹀
︑
石
毛
直
道
﹁
日
本
稲
作
の
系
譜
﹂
第
五
一
巻
第
五
・

六
号
︿
一
九
六
八
年
﹀
︑
近
藤
喬
一
﹁
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
初
期
金
属
器

文
化
の
系
譜
と
展
開
﹂
第
五
二
巻
第
一
号
︿
一
九
六
九
年
﹀
︑
山
本
忠
尚

﹁
ス
キ
タ
イ
式
轡
の
系
譜
﹂
第
五
五
巻
第
五
号
︿
一
九
七
二
年
﹀
︑
岡
内
三

真
﹁
金
海
良
洞
里
出
土
遺
物
に
つ
い
て
﹂
第
五
六
巻
第
三
号
︿
一
九
七
三

年
﹀
︑
川
西
宏
幸
﹁
埴
輪
研
究
の
課
題
﹂
第
五
六
巻
第
四
号
︿
一
九
七
三
年
﹀
︑

山
中
一
郎
﹁
彫
器
研
究
法
﹂
第
五
八
巻
第
三
号
︿
一
九
七
五
年
﹀
︑
和
田
晴

吾
﹁
畿
内
の
家
形
石
棺
﹂
第
五
九
巻
第
三
号
︿
一
九
七
六
年
﹀
︑
宇
野
隆
夫

﹁
多
鈕
鏡
の
研
究
﹂
第
六
〇
巻
第
一
号
︿
一
九
七
七
年
﹀
︑
丹
羽
佑
一
﹁
縄

文
時
代
中
期
に
お
け
る
集
落
の
空
間
構
成
と
集
団
の
諸
関
係
﹂
第
六
一
巻
第

二
号
︿
一
九
七
八
年
﹀
︑
西
村
俊
範
﹁
漢
代
大
型
墓
の
構
造
﹂
第
六
二
巻
第

六
号
︿
一
九
七
九
年
﹀
︑
新
納
泉
﹁
単
龍
・
単
鳳
環
頭
大
刀
の
編
年
﹂
第
六

五
巻
第
四
号
︿
一
九
八
二
年
﹀
な
ど
︶
︒
し
か
し
︑
﹃
史
林
﹄
掲
載
の
考
古
学

に
関
わ
る
﹁
論
説
﹂
や
﹁
研
究
ノ
ー
ト
﹂
を
一
覧
表
に
す
る
と
︑
﹃
史
林
﹄

に
登
龍
門
的
性
格
が
現
れ
る
の
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
︑
そ
の
性

格
が
濃
厚
に
な
る
の
は
一
九
六
〇
年
代
も
終
わ
り
︑
つ
ま
り
︑
私
が
京
都
大

学
に
入
学
す
る
少
し
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

そ
れ
以
前
︑
戦
後
の
京
大
考
古
学
研
究
室
は
﹃
史
林
﹄
に
考
古
学
独
自
の

役
割
を
与
え
て
い
た
︒
一
つ
は
︑
第
三
五
巻
第
四
号
︵
一
九
五
二
年
︶
に
お

い
て
﹁
最
近
の
日
本
考
古
学
の
発
掘
調
査
報
告
書
﹂
と
題
し
︑
小
林
行
雄
・

樋
口
隆
康
・
坪
井
清
足
・
横
山
浩
一
・
藤
澤
長
治
が
︑
三
田
史
学
会
﹃
加
茂

遺
跡
﹄
︑
文
化
財
保
護
委
員
会
﹃
吉
胡
貝
塚
﹄
︑
日
本
考
古
学
協
会
﹃
一
貴
山

銚
子
塚
古
墳
の
研
究
﹄
︑
有
年
考
古
館
﹃
兵
庫
県
赤
穂
郡
西
野
山
第
�
号
墳
﹄
︑

東
亜
考
古
学
会
﹃
対
馬
﹄
を
取
り
上
げ
︑
考
古
学
の
報
告
書
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
を
検
討
し
︑
辛
口
の
批
評
を
加
え
た
例
だ
︒
曰
く
﹁
図
の
縮
尺
が
不

明
・
不
確
実
﹂
﹁
行
き
届
い
た
編
集
技
術
が
十
分
に
駆
使
さ
れ
て
い
な
い
﹂

﹁
最
近
流
行
の
共
同
執
筆
に
反
省
を
促
す
﹂
﹁
今
一
息
の
平
易
さ
を
望
む
﹂

等
々
⁝
⁝
︒
同
じ
く
第
三
七
巻
第
二
号
︵
一
九
五
四
年
︶
に
お
い
て
も
︑
川

端
︵
西
谷
︶
真
治
・
金
関
恕
を
新
メ
ン
バ
ー
に
加
え
︑
大
湯
環
状
列
石
・
島

田
川
・
伊
場
・
千
種
遺
跡
︑
日
吉
加
瀬
古
墳
・
肥
前
谷
口
古
墳
・
河
内
黒
姫
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山
古
墳
・
カ
ト
ン
ボ
山
古
墳
・
賤
機
山
古
墳
・
金
山
古
墳
・
佐
良
山
古
墳
群

な
ど
の
発
掘
調
査
報
告
書
を
俎
上
に
挙
げ
て
論
評
し
て
い
る
︒

濱
田
耕
作
が
重
視
し
た
よ
う
に
︑
考
古
学
の
基
本
資
料
と
な
る
発
掘
調
査

成
果
を
共
有
す
る
手
段
が
︑
報
告
書
の
刊
行
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
報
告
書
に

レ
ベ
ル
差
が
あ
る
こ
と
は
︑
基
本
資
料
の
質
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
︑
そ
の
格
差
が
大
き
い
と
考
古
資
料
に
も
と
づ
く
立
論
自
体
が
危
う

く
な
る
︒
戦
前
の
﹁
京
大
報
告
﹂
で
培
っ
た
報
告
書
作
成
技
術
を
踏
ま
え
た

小
林
等
の
提
言
は
︑
お
そ
ら
く
︑
そ
の
格
差
減
少
を
意
図
し
た
の
だ
ろ
う
︒

そ
の
後
︑
時
間
は
か
か
る
が
︑
坪
井
や
横
山
等
は
埋
蔵
文
化
財
行
政
に
お
い

て
指
導
的
立
場
に
立
ち
︑
各
都
道
府
県
・
市
町
村
主
導
の
文
化
財
調
査
体
制

を
確
立
︒
そ
の
な
か
で
報
告
書
の
格
差
是
正
に
尽
力
す
る
︒
そ
の
結
果
︑
現

在
の
考
古
学
研
究
者
は
︑
質
の
高
い
報
告
書
＝
基
本
資
料
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
る
︒
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
﹃
史
林
﹄
の
報
告
書
論
評
は
︑

そ
れ
を
促
す
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

考
古
学
研
究
室
が
与
え
た
﹃
史
林
﹄
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
︑
自
ら
お
こ

な
っ
た
発
掘
成
果
公
表
の
場
で
あ
る
︒
研
究
室
関
係
者
が
関
与
し
た
発
掘
成

果
速
報
を
﹃
史
林
﹄
に
投
稿
す
る
こ
と
は
戦
前
に
も
あ
っ
た
︵
第
二
三
巻
第

一
号
︑
末
永
雅
雄
﹁
唐
古
遺
跡
の
調
査
概
報
﹂
一
九
三
八
年
︶
︒
し
か
し
︑

発
掘
件
数
自
体
が
少
な
い
の
で
︑
主
流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
︒
一
九
五
〇
年

代
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
﹃
史
林
﹄
の
﹁
彙
報
﹂
や
﹁
学
会
報
﹂
に

は
︑
京
大
考
古
学
研
究
室
員
が
お
も
に
近
畿
地
方
で
発
掘
調
査
に
従
事
し
た

記
事
が
散
見
す
る
︒
そ
し
て
一
時
的
で
あ
る
が
︑
﹃
史
林
﹄
の
﹁
資
料
紹
介
﹂

に
︑
そ
の
成
果
の
概
報
・
略
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
第
三
六
巻
第
二
号

︵
一
九
五
三
年
︶
の
滋
賀
・
宮
山
古
墳
︑
同
第
三
号
の
京
都
・
椿
井
大
塚
山

古
墳
︑
第
三
七
巻
第
三
号
︵
一
九
五
四
年
︶
の
京
都
・
小
浜
岡
古
墳
︑
第
三

八
巻
第
五
号
︵
一
九
五
五
年
︶
の
大
阪
・
南
塚
古
墳
︑
第
四
〇
巻
第
二
号

︵
一
九
五
七
年
︶
の
京
都
・
広
沢
古
墳
︑
第
四
九
巻
第
一
号
︵
一
九
六
六

年
︶
の
和
歌
山
・
鳴
滝
団
地
古
墳
群
︑
同
第
二
号
の
京
都
府
北
部
の
古
墳
︑

第
五
〇
巻
第
五
号
︵
一
九
六
七
年
︶
の
京
都
・
奥
海
印
寺
瓦
窯
跡
な
ど
で
あ

る
︒
紙
幅
に
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
要
領
を
得
た
報
文
で
︑
し
か
も
︑
調
査
か

ら
一
年
も
経
ず
に
公
表
さ
れ
た
例
も
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
概
報
・
略
報
で
周
知
さ
れ
た
遺
跡
の
な
か
に
は
︑
資
金
的
・
体

制
的
に
本
報
告
刊
行
ま
で
至
ら
ず
︑
現
在
な
お
﹃
史
林
﹄
が
唯
一
の
基
本
資

料
と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
︒
し
か
し
︑
一
九
五
〇
年
代
末
以
降
︑
﹁
彙
報
﹂

や
﹁
研
究
室
報
﹂
が
研
究
室
員
に
よ
る
発
掘
を
報
じ
て
も
︑
﹃
史
林
﹄
で
そ

の
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
稀
に
な
る
︒
例
え
ば
︑
第
四
一
巻
第
六
号
︵
一

九
五
八
年
︶
の
﹁
彙
報
﹂
は
︑
京
都
市
大
覚
寺
丸
山
古
墳
・
北
野
廃
寺
・
大

宅
廃
寺
の
発
掘
へ
の
関
与
を
報
じ
て
い
る
が
︑
の
ち
の
﹃
史
林
﹄
の
﹁
資
料

紹
介
﹂
に
そ
の
報
文
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
︒
紙
面
が
広
く
︑
口
絵
写
真
も

掲
載
で
き
る
専
門
雑
誌
で
報
じ
ら
れ
た
遺
跡
も
あ
る
が
︑
基
本
的
に
は
︑
成

『史林』のなかの考古学（上原）
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果
を
整
理
・
公
表
す
る
の
が
不
可
能
な
ほ
ど
︑
発
掘
件
数
が
増
加
し
た
結
果

と
思
わ
れ
る
︒
第
四
九
巻
二
号
︵
一
九
六
六
年
︶
で
﹁
資
料
紹
介
﹂
さ
れ
た

京
都
府
北
部
の
古
墳
調
査
は
︑
以
後
︑
京
都
府
教
育
委
員
会
が
年
度
ご
と
の

報
告
書
を
刊
行
す
る
体
制
が
整
う
直
前
の
調
査
で
あ
る
︒
﹃
史
林
﹄
の
概
報

と
︑
発
掘
に
参
加
し
た
京
都
大
学
考
古
学
研
究
会
の
同
人
誌
﹃
ト
レ
ン
チ
﹄

に
掲
載
さ
れ
た
教
養
部
の
学
生
に
よ
る
報
文
が
︑
現
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い

る
唯
二
つ
の
発
掘
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
︒

以
後
︑
と
く
に
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
︑
都
道
府
県
市
町
村
が
発
掘
調
査

を
担
当
す
る
体
制
が
次
第
に
整
う
︒
発
掘
成
果
も
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と

す
る
公
的
調
査
機
関
が
刊
行
す
る
方
式
が
常
態
化
し
︑
﹃
史
林
﹄
の
﹁
調
査

報
告
﹂
や
﹁
資
料
紹
介
﹂
欄
が
活
躍
す
る
余
地
は
少
な
く
な
る
︒
そ
の
後
の

考
古
学
研
究
室
が
お
こ
な
っ
た
発
掘
や
測
量
調
査
成
果
が
﹃
史
林
﹄
に
掲
載

さ
れ
る
の
は
︑
お
も
に
科
学
研
究
費
に
よ
る
も
の
だ
︵
第
五
四
巻
第
三
号

﹁
京
都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
調
査
隊
一
九
七
〇
年
度
の
調
査
﹂
一
九
七
一

年
︑
同
第
六
号
﹁
京
都
向
日
丘
陵
の
発
掘
調
査
概
報
﹂
一
九
七
一
年
︑
第
六

四
巻
第
三
号
﹁
京
都
府
長
岡
京
市
カ
ラ
ネ
ガ
岳
一
・
二
号
墳
の
発
掘
調
査
﹂

一
九
八
一
年
︑
第
七
〇
巻
第
四
号
﹁
滋
賀
県
雪
野
寺
跡
の
測
量
調
査
﹂
一
九

八
七
年
︶
︒
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
お
い
て
も
︑
報
告
書
の
公
刊
が
義
務

と
な
っ
た
昨
今
で
は
︑
そ
の
調
査
成
果
が
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
︒

こ
れ
か
ら
の
﹃
史
林
﹄
と
考
古
学

与
え
ら
れ
た
課
題
に
は
︑
考
古
学
に
お
い
て
﹃
史
林
﹄
が
果
た
し
た
役
割

を
回
顧
す
る
だ
け
で
な
く
︑
将
来
へ
の
展
望
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

先
の
こ
と
は
︑
よ
く
わ
か
ら
な
い
︒
お
そ
ら
く
︑
登
龍
門
と
し
て
︑
考
古
学

専
攻
生
が
﹃
史
林
﹄
に
修
士
論
文
や
博
士
論
文
の
一
部
を
投
稿
す
る
こ
と
は
︑

こ
れ
か
ら
も
続
く
だ
ろ
う
︒
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
考
古
学
の
﹁
論
説
﹂

や
﹁
研
究
ノ
ー
ト
﹂
に
は
︑
研
究
史
に
名
を
残
す
名
論
文
が
少
な
く
な
い
︒

そ
の
成
果
は
﹃
史
林
﹄
が
誇
る
べ
き
伝
統
で
あ
る
︒
一
方
︑
戦
後
の
ど
さ
く

さ
で
︑
埋
蔵
文
化
財
行
政
が
確
立
す
る
以
前
に
考
古
学
研
究
室
が
そ
の
欠
を

補
い
︑
﹃
史
林
﹄
を
発
掘
成
果
速
報
公
表
の
場
と
し
た
よ
う
な
事
態
は
︑
一

つ
の
時
代
相
と
し
て
研
究
史
上
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
︑
今
後
︑

同
じ
事
態
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
︒

た
だ
し
︑
﹃
史
林
﹄
の
利
点
が
︑
史
学
各
分
野
と
地
理
学
が
発
表
の
場
を

共
有
す
る
学
際
性
に
あ
る
な
ら
ば
︑
史
学
・
地
理
学
に
限
ら
ず
︑
学
際
性
を

さ
ら
に
高
め
︑
そ
の
成
果
を
提
供
す
る
基
盤
は
考
古
学
に
あ
る
か
も
し
れ
な

い
︒
理
学
部
の
近
重
眞
澄
に
よ
る
銅
器
分
析
成
果
な
ど
も
︑
﹃
史
林
﹄
に
掲

載
さ
れ
た
戦
前
に
お
け
る
研
究
成
果
だ
︵
第
三
巻
第
二
号
﹁
東
洋
古
銅
器
の

化
学
的
研
究
﹂
一
九
一
八
年
︑
第
四
巻
第
二
号
﹁
化
学
よ
り
見
た
る
東
洋
上

代
の
文
化
﹂
一
九
一
九
年
︑
第
一
四
巻
第
二
号
﹁
硬
化
法
を
用
ゐ
て
修
理
せ
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る
浮
石
寺
の
壁
画
﹂
一
九
二
九
年
︑
第
一
五
巻
第
二
号
﹁
漢
鏡
の
成
分
及
其

複
製
﹂
一
九
三
〇
年
︶
︒
現
在
で
は
文
化
財
科
学
が
一
研
究
分
野
と
し
て
市

民
権
を
得
て
︑
材
質
分
析
や
保
存
科
学
な
ど
の
専
門
細
分
化
傾
向
も
認
め
ら

れ
る
︒
し
か
し
︑
史
学
系
の
学
術
誌
に
︑
自
然
科
学
系
研
究
者
が
複
数
回
に

わ
た
っ
て
投
稿
し
て
い
る
の
は
︑
戦
前
に
は
め
ず
ら
し
い
︒

こ
れ
は
梅
原
末
治
が
推
進
し
た
考
古
資
料
の
科
学
分
析
の
嚆
矢
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
多
い
︒
し
か
し
︑
近
重
眞
澄
は
本
草
学
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
︑

そ
の
た
め
考
古
資
料
の
科
学
分
析
を
み
ず
か
ら
希
望
し
た
ら
し
い
︒
第
三
巻

第
二
号
論
文
の
﹁
結
語
﹂
は
︑
﹁
独
り
才
足
ら
ず
財
足
ら
ず
時
亦
足
ら
ず
︒

徒
に
折
戟
を
弄
し
て
独
り
空
砦
に
拠
り
︑
青
泥
盤
々
と
し
て
百
歩
に
九
折
す
︒

前
途
渺
芒
そ
れ
将
に
倚
る
な
き
を
奈
何
︒
記
し
了
は
っ
て
憮
然
久
之
﹂
と
あ

り
︑
理
系
の
立
場
で
考
古
資
料
の
分
析
に
手
を
染
め
た
先
駆
者
の
孤
独
感
が

漂
う
︒
必
ず
し
も
考
古
学
サ
イ
ド
の
必
要
性
や
依
頼
に
も
と
づ
き
︑
近
重
が

分
析
に
手
を
染
め
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
︒
考
古
資
料
は
陳
列
館
に
あ
り
︑

近
重
が
分
析
に
着
手
し
た
当
時
は
梅
原
が
陳
列
館
の
助
手
を
勤
め
て
い
た
︒

し
か
し
︑
新
村
出
に
よ
る
京
都
の
切
支
丹
墓
碑
の
紹
介
︵
第
三
巻
第
一
号
︑

一
九
一
八
年
︶
が
一
九
二
六
年
の
﹃
切
支
丹
遺
物
の
研
究
﹄
京
都
帝
国
大
学

文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
七
冊
に
結
実
し
た
こ
と
や
︑
﹁
考
古
学
の
栞
﹂

に
続
き
天
沼
俊
一
﹁
古
建
築
研
究
の
栞
﹂
の
連
載
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
︑
﹃
史
林
﹄
に
理
工
系
を
は
じ
め
と
す
る
他
分
野
の
研
究
者
を

招
い
た
の
は
︑
濱
田
耕
作
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
︒

考
古
学
の
学
際
性
は
︑
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
だ
ろ
う
︒
﹃
史
林
﹄
も
史

学
・
地
理
学
分
野
に
限
ら
ず
︑
理
系
も
含
め
た
学
際
的
研
究
成
果
公
表
の
場

と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
︒
な
お
︑
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ

た
考
古
学
書
籍
・
報
告
書
の
﹁
書
評
﹂
や
﹁
紹
介
﹂
に
は
︑
日
本
史
な
ど
他

分
野
の
研
究
者
が
寄
せ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
︒
考
古
学
専
門
誌
に
は
見
ら

れ
な
い
現
象
で
あ
る
︒
残
念
な
が
ら
︑
考
古
学
研
究
者
が
他
分
野
の
﹁
書

評
﹂
﹁
紹
介
﹂
に
手
を
出
し
た
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
︑
﹃
史
林
﹄
の
も

つ
学
際
性
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
︒

現
在
︑
各
分
野
の
研
究
対
象
は
細
分
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
︒
﹃
史

林
﹄
掲
載
論
文
も
︑
同
じ
史
学
・
地
理
学
系
統
で
あ
っ
て
も
︑
他
分
野
の
研

究
者
に
は
理
解
で
き
な
い
も
の
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
か
つ
て

濱
田
が
示
し
た
よ
う
に
︑
研
究
対
象
と
な
る
時
代
や
地
域
が
多
岐
に
わ
た
る

考
古
学
の
場
合
︑
詳
細
化
し
た
分
析
成
果
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
︑
考

古
学
研
究
者
の
間
で
さ
え
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
︒
し
か
し
︑
史
学
研
究

会
は
︑
同
じ
主
題
で
異
分
野
の
研
究
者
が
研
究
成
果
を
公
表
す
る
年
一
回
の

例
会
な
ど
︑
相
互
理
解
の
道
を
模
索
し
て
い
る
︒
研
究
が
細
分
化
・
詳
細
化

し
た
現
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
︑
﹃
史
林
﹄
の
存
在
意
義
は
さ
ら
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
︒

︵
京
都
大
学
名
誉
教
授
︶

『史林』のなかの考古学（上原）
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